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「
ア
ド
ミ
ラ
ル
・
ト
ー
ゴ

―
」増

山

雄

三

先

日

、

六

甲

山

系

の

麓

に

位

置

す

る

会

下

山

に

登

っ

た

時

、

山

頂

に

あ

る

公

園

の

南

端

に

、

高

さ

三

米

ほ

ど

の

石

碑

が

立

っ

て

い

て

、

刻

さ

れ

た

字

を

み

る

と

、

そ

れ

は

、

沈

黙

の

提

督

と

い

わ

れ

た

「

東

郷

平

八

郎

」

が

、

八

十

五

才

の

と

き

、

「

大

楠

公

湊

川

陣

之

遺

跡

」

と

揮

毫

し

た

文

字

が

書

か

れ

て

い

る

。

と

こ

ろ

で

、

東

郷

平

八

郎

（

一

八

四

八

～

一

九

三

四

）

と

い

う

人

物

は

、

薩

摩

国

鍛

冶

屋

町

に

生

ま

れ

て

、

明

治

時

代

の

日

本

海

軍

の

指

揮

官

と

し

て

、

日

清

及

び

日

露

戦

争

の

勝

利

に

貢

献

し

、

日

本

の

国

際

的

地

位

を

た

か

め

、

国

民

の

尊

敬

を

集

め

た

。

と

り

わ

け

、

日

露

戦

争

で

は

、

当

時

の

世

界

屈

指

を

誇

っ

た

ロ

シ

ア

の

バ

ル

チ

ッ

ク

艦

隊

を

、

日

本

海

海

戦

で

敵

前

回

頭

戦

法

を

と

り

破

っ

て

、

日

本

艦

隊

を

勝

利

に

導

き

、

世

界

の

注

目

を

集

め

た

。

東

郷

は

、

鍛

冶

屋

町

と

い

う

薩

摩

城

下

と

し

て

は
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い

わ

ば

場

末

の

サ

ム

ラ

イ

団

地

で

、

薩

摩

藩

士

の

東

郷

実

友

の

四

男

と

し

て

生

ま

れ

た

が

、

東

郷

家

の

す

ぐ

近

く

に

あ

る

一

画

に

は

、

大

久

保

利

通

の

大

久

保

家

が

、

さ

ら

に

大

山

巌

の

大

山

家

が

あ

り

、

そ

し

て

ま

た

「

西

郷

隆

盛

」

の

西

郷

家

も

あ

っ

た

。

十

四

才

で

元

服

し

て

す

ぐ

、

薩

摩

藩

士

と

し

て

薩

英

戦

争

に

従

軍

、

五

年

後

に

分

家

し

一

家

を

興

し

た

あ

と

、

戊

辰

戦

争

で

は

春

日

丸

に

乗

組

み

、

新

潟

か

ら

箱

館

に

転

戦

し

て

、

阿

波

沖

海

戦

や

函

館

戦

争

そ

れ

に

宮

古

湾

海

戦

で

も

戦

っ

た

。

戊

辰

戦

争

が

終

っ

た

時

、

彼

は

薩

摩

藩

の

三

等

士

官

だ

っ

た

が

、

幸

い

、

新

政

府

の

海

軍

に

横

滑

り

し

て

、

最

下

級

士

官

の

少

尉

見

習

い

に

あ

り

つ

き

、

う

ま

い

こ

と

に

英

国

行

き

の

話

が

あ

っ

た

の

で

、

東

京

で

英

語

を

少

し

学

び

、

そ

し

て

、

英

国

に

七

、

八

年

（

一

八

七

一

～

八

年

）

滞

在

し

、

そ

の

期

間

の

真

ん

中

の

二

年

間

、

商

船

学

校

の

ウ

ー

ス

タ

ー

校

に

在

学

し

た

の

は

、

彼

が

二

十

六

才

の

と

き

で

、

た

だ

一

人

の

外

国

人

で

あ

り

ま

た

東

洋

人

で

も

あ

っ

た

。

こ

こ

の

在

校

生

は

、

殆

ど

が

十

四

、

五

才

の

子

供
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ば

か

り

だ

っ

た

の

で

、

二

十

六

に

も

な

っ

た

お

じ

さ

ん

が

、

子

供

の

様

な

人

達

と

一

緒

に

学

ん

で

も

、

つ

い

て

い

け

る

筈

は

な

い

し

、

言

葉

も

理

解

で

き

ず

、

他

の

生

徒

た

ち

の

話

す

冗

談

も

分

ら

な

か

っ

た

。

そ

れ

で

も

、

彼

が

ウ

ー

ス

タ

ー

校

に

留

学

し

て

い

た

と

き

興

味

を

持

っ

た

学

課

は

、

軍

人

が

興

味

を

持

つ

様

な

も

の

で

な

く

、

海

の

貿

易

に

関

す

る

商

法

や

国

際

法

で

、

こ

れ

を

学

ん

だ

事

が

、

後

の

日

清

戦

争

で

、

英

国

商

船

を

撃

沈

し

た

事

件

で

役

立

っ

た

。

そ

し

て

、

東

郷

が

英

国

か

ら

日

本

へ

帰

国

す

る

途

上

、

西

郷

隆

盛

が

西

南

戦

争

で

自

害

し

た

こ

と

を

知

り

、

「

も

し

私

が

日

本

に

残

っ

て

い

た

ら

西

郷

さ

ん

の

下

に

馳

せ

参

じ

て

い

た

だ

ろ

う

」

と

言

っ

て

、

西

郷

の

死

を

悼

ん

だ

と

い

う

が

、

実

際

、

彼

の

実

兄

で

あ

る

小

倉

壮

九

郎

は

、

薩

軍

の

小

隊

長

と

し

て

従

軍

し

て

、

城

山

攻

防

戦

の

際

に

自

決

し

て

い

る

。

さ

て

、

日

露

戦

争

の

こ

と

で

あ

る

。

日

清

戦

争

後

の

東

郷

は

、

一

時

病

床

に

伏

し

て

い

た

が

、

日

露

開

戦

前

の

緊

迫

時

期

に

、

海

軍

大

臣

の

山

本

権

兵

衛

に

呼

ば

れ

、

連

合

艦

隊

司

令

長

官

に

抜
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擢

さ

れ

た

際

、

山

本

は

「

東

郷

と

い

う

の

は

運

が

い

い

男

だ

か

ら

、

バ

ク

チ

は

運

の

い

い

人

に

打

た

せ

ね

ば

な

ら

な

い

」

と

い

っ

て

選

ん

だ

の

だ

。

そ

し

て

、

東

郷

が

連

合

艦

隊

司

令

長

官

に

な

っ

た

時

、

兵

学

校

出

の

有

能

な

島

村

と

い

う

参

謀

長

が

い

た

が

、

島

村

が

東

郷

に

、

「

私

の

ス

タ

ッ

フ

に

秋

山

真

之

と

い

う

、

い

さ

さ

か

ラ

フ

な

が

ら

有

能

な

男

が

い

ま

す

。

使

っ

て

く

れ

ま

せ

ん

か

」

と

い

う

と

、

東

郷

は

「

い

い

よ

」

と

い

っ

て

秋

山

を

作

戦

参

謀

に

起

用

し

、

こ

う

し

て

、

日

本

海

海

戦

の

全

作

戦

が

、

三

十

余

才

の

秋

山

に

任

さ

れ

た

の

で

あ

る

。

秋

山

は

、

松

山

出

身

の

士

族

で

海

軍

に

入

り

、

大

尉

の

と

き

、

ワ

シ

ン

ト

ン

の

日

本

公

使

館

付

の

武

官

に

な

り

、

米

西

戦

争

を

観

戦

し

た

が

、

そ

の

際

、

軍

艦

の

叩

き

合

い

だ

け

で

は

だ

め

で

、

新

た

な

戦

術

を

開

発

せ

ね

ば

な

ら

な

い

こ

と

を

痛

感

し

、

滞

在

を

終

り

東

京

に

帰

っ

て

、

瀬

戸

内

海

で

曾

て

活

躍

し

た

、

能

島

水

軍

の

戦

術

書

を

読

む

と

、

そ

こ

に

は

、

名

人

芸

は

必

要

で

な

く

、

何

か

自

分

で

考

え

つ

い

た

こ

と

が

、

発

想

の

転

換

に

な

る

と

発

信

さ

れ

て

い

た

。
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と

こ

ろ

で

、

も

う

四

十

年

以

上

前

に

な

る

が

、

私

は

横

須

賀

に

で

か

け

、

三

笠

公

園

に

あ

る

東

郷

平

八

郎

の

銅

像

横

に

繋

留

さ

れ

て

い

る

、

艦

隊

旗

艦

だ

っ

た

「

三

笠

」

を

訪

ね

た

こ

と

が

あ

る

。

第

二

次

大

戦

後

、

戦

艦

三

笠

は

荒

れ

果

て

、

米

軍

人

用

娯

楽

施

設

の

「

キ

ャ

バ

レ

ー

・

ト

ー

ゴ

―
」

な

ど

が

で

き

た

り

し

た

が

、

こ

れ

を

憂

い

た

米

艦

隊

司

令

の

ニ

ミ

ッ

ツ

は

多

額

の

寄

付

を

し

、

東

郷

へ

の

思

い

を

込

め

て

三

笠

の

復

興

と

保

存

に

尽

力

し

た

。

復

元

さ

れ

た

三

笠

の

艦

橋

に

上

が

る

と

、

そ

の

艦

橋

は

実

に

高

く

、

そ

の

真

中

に

三

畳

敷

き

程

の

鳥

が

巣

を

か

け

た

よ

う

な

小

さ

な

板

敷

が

あ

り

、

そ

の

場

所

に

、

東

郷

さ

ん

は

長

い

海

戦

中

、

微

動

だ

に

し

な

か

っ

た

と

い

う

こ

と

に

驚

い

た

。

東

郷

は

恐

ら

く

、

統

率

者

と

し

て

の

自

分

の

役

目

は

、

三

笠

の

艦

橋

に

立

ち

尽

く

し

て

死

ぬ

こ

と

だ

と

思

っ

て

い

た

の

だ

ろ

う

が

、

至

近

弾

が

落

ち

水

柱

で

水

飛

沫

が

か

か

る

な

か

、

彼

が

動

か

な

か

っ

た

証

拠

に

、

戦

い

が

終

り

そ

こ

か

ら

下

り

て

い

っ

た

と

き

に

は

、

白

い

靴

跡

が

残

っ

て

い

た

と

い

う

。
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艦

橋

で

旗

の

よ

う

に

し

て

立

つ

東

郷

と

頭

脳

の

秋

山

、

部

署

々
々

で

働

く

人

々

の

役

割

分

担

が

う

ま

く

い

く

、

日

本

人

の

も

つ

組

織

力

学

の

典

型

が

、

見

事

に

示

さ

れ

て

い

た

よ

う

に

思

え

る

。

秋

山

が

と

っ

た

戦

術

は

、

彼

が

学

ん

だ

能

島

水

軍

か

ら

得

た

、

「

ま

ず

わ

が

力

を

あ

げ

て

敵

の

旗

艦

を

破

る

こ

と

」

と

い

う

戦

法

に

加

え

、

「

全

力

を

あ

げ

て

敵

の

分

力

に

乗

ず

る

こ

と

」

と

、

「

常

に

敵

を

掩

う

よ

う

に

運

動

す

る

こ

と

」

の

二

つ

が

あ

っ

た

。

後

者

が

、

有

名

な

Ｔ

字

型

展

開

に

な

っ

た

が

、

露

軍

と

遭

遇

し

た

と

き

東

郷

艦

隊

が

Ｔ

字

を

取

り

は

じ

め

た

時

、

露

旗

艦

「

ス

ワ

ロ

フ

」

艦

上

の

参

謀

は

、

“

し

め

た

”

と

思

っ

た

が

、

そ

れ

は

、

こ

れ

迄

の

法

則

に

な

い

異

常

な

艦

隊

展

開

だ

っ

た

か

ら

だ

。

そ

れ

で

も

結

果

は

、

秋

山

真

之

の

作

戦

通

り

に

な

り

、

バ

ル

チ

ッ

ク

艦

隊

は

、

三

十

八

隻

中

、

十

九

隻

が

沈

没

、

七

隻

が

捕

獲

抑

留

さ

れ

、

十

二

隻

は

中

立

港

湾

で

武

装

解

除

さ

れ

、

司

令

官

以

下

六

千

人

が

捕

虜

に

な

っ

た

が

、

日

本

側

で

は

水

雷

艇

三

隻

を

失

っ

た

の

み

に

す

ぎ

な

か

っ

た

。
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日

露

戦

争

後

の

明

治

三

十

九

年

（

一

九

○

六

年

）

に

、

東

郷

は

そ

の

功

に

よ

り

、

大

勲

位

菊

花

大

受

賞

と

金

鵄

勲

章

を

授

与

さ

れ

、

翌

年

に

は

伯

爵

を

受

爵

し

て

元

帥

府

に

も

列

せ

ら

れ

、

さ

ら

に

タ

イ

ム

誌

に

は

、

「

ア

ド

ミ

ラ

ル

・

ト

ー

ゴ

―
」

と

し

て

、

日

本

人

初

の

カ

バ

ー

パ

ー

ソ

ン

に

な

っ

た

。

退

官

後

の

晩

年

、

盆

栽

や

碁

そ

れ

に

書

を

嗜

ん

で

質

素

に

過

し

た

が

、

冒

頭

に

話

し

た

会

下

山

に

あ

る

石

碑

の

書

も

、

死

の

前

年

に

揮

毫

し

た

も

の

だ

が

、

昭

和

九

年

（

一

九

三

四

年

）
、

満

八

十

六

才

で

亡

く

な

り

、

死

後

、

東

京

の

渋

谷

に

「

東

郷

神

社

」

が

建

立

さ

れ

、

「

神

」

と

し

て

祀

ら

れ

た

。

そ

し

て

い

ま

、

東

郷

の

銅

像

は

、

三

笠

公

園

の

ほ

か

に

は

、

生

地

で

あ

る

鹿

児

島

の

多

賀

山

公

園

に

も

あ

り

、

東

京

府

中

に

は

「

東

郷

寺

」

ま

で

あ

る

が

、

か

く

し

て

、

「

西

」

に

「

東

」

と

名

前

は

違

う

も

の

の

、

「

西

郷

隆

盛

」

と

「

東

郷

平

八

郎

」

は

、

い

ま

な

お

、

鹿

児

島

の

鍛

冶

屋

町

で

は

、

鉾

ら

し

い

「

英

雄

」

な

の

で

あ

る

。

令

和

三

年

一

月


